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ディレクターからの手紙
　2016年も海洋保護に関して素晴らしい一年でした。私たちの水中世界
に対する情熱をひとつにして、世界的なボランティアコミュニティを動か
して活発に活動してもらい、私たちの保護活動にエネルギーを与え、ま
た、ひとりひとりが私たちの海の惑星のスチュワードになる力を持つこと
ができるようにし、さらに、真の、直接的な環境の勝利を確保するための
政策変更を求める擁護者として、私たちは力を尽くしました。海の惑星を
守るというProject AWAREダイバーやパートナー、スタッフのミッションを
サポートする努力全体が、私たちの成功とこれからの勢いのカギとなって
います。

　同時に、私たちは世界最大の野生生物会議：絶滅のおそれのある野生
動植物の種の国際取引に関する法律の第17回締約国会議（CITES CoP17）で、
サメとエイの保護に関して大きな一歩を得ることができました。この会議
に先立つ数ヶ月間に、世界中の何百人というダイバーが Project AWARE
の#Divers4SharksNRaysキャンペーンに写真を投稿し、CITES関係者に
対して、“傷つきやすいサメとエイの国際貿易コントロールを高める”こと
に“賛成投票”するように訴えました。 Project AWAREスタッフとボランテ
ィアはチームを作り、CITESの職員らに種の保護に関する科学的な根拠
を添えた証拠を提出しました。一般のサポートの圧倒的な高まりもあっ
て、この素晴らしい努力は、CITESの付録IIにサメとエイが新たに13種加え
られるという成果になって現れました。この中には、クロトガリザメ（シル
キーシャーク）、オナガザメ、小型イトマキエイも含まれます。

　2016年はまた、海洋ゴミに対して大きな進歩を示した年にもなりまし
た。Project AWAREは海洋ゴミに対する闘いで最新のイニシアティブ
を開始しました。Adopt a Dive Site™ （ダイブサイトを選ぶ）です。これは、
スクーバリーダーたちが、私たちのフラッグシップである市民-科学プログ
ラム、Dive Against Debris®に参加して地元のダイビングエリアを現在進
行形で保護するように促すものです。現在までに220のダイブサイトが選
ばれ、世界中の50以上の国々から1,500人を越える参加者を得て、65,000
個以上の海洋ゴミを回収しました。こうした試みは地元の海洋環境に直
接的によい影響を与えるだけでなく、海洋ゴミ調査から得られるデータの



積み重ねによって、政策の変更と長い期間をかけた解決策を導くにも役
に立つものです。

　陸上での Finathon® 資金調達活動から、世界的なデジタルキャン
ペーンへ地元ダイバーの参加を促すといったことまでの、2016年の多く
のProject AWAREダイバーの成果によって、私たちが共通の目標で一緒
になれば巨大な影響を生み出すパワーがあることが示されています。し
かし、私たちは、私たちの仕事がまだまだ終わっていないことも知ってい
ます。海洋ゴミは無防備の海洋環境に一層広がり続けており、多くのサメ
やエイは、ヒレ目的や雑魚での漁獲や乱獲などによって、なお脅かされて
います。

　私たちの海は、今まさに、ダイバーや海の愛好者、すべての海洋活動家
が共に海の保護のために明確に意見を表明し行動することに、これまで
以上にかかっています。あなたに代わってこのように言えることは大変光
栄であり、あなたの貢献を最高で最善な形で使うよう引き続き責任を持
ちたいと思います。ボランティアとしての貴重な時間やダイバーとしての
素晴らしい見解と声、それに、善意の寄付といったすべてに深い感謝の意
を表明いたします。

　Project AWARE に代わって、あなたの継続的なサポートに感謝致しま
す。2016年に一緒に達成したことに誇りを持っていただければと思いま
すし、また、私たちの水中世界の健全さが今後さらに確実に輝くよう引き
続き私たちの仕事に深く係わっていただきたいと思います。

私たちの海洋のために、

TIFFANY LEITE（ティファニー・ライト）
グローバルオペレーションズ　ディレクター
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私たちのモデル

Project AWAREの最大の強みは、私たちがダイバーや海洋愛好者、
海洋活動家の草の根ネットワークだということです。

地球全体に広がる私たちボランティアのコミュニティに基礎をおく行動は、
ますます成長する、私たちの海の惑星を守る運動の

パワーになっています。

Project AWARE®2016 Annual Report  |  06



Project AWARE®2016 Annual Report  |  07



海洋ゴミと闘う
　2025年までに、25億トンものプラスチックが私たちの海に流れ込むだろ
うと推定されています。海洋ゴミは海の生物に危険であり、人間の健康を害
し、経済にとっても損失が大きなものです。プラスチックのゴミによる環境
被害だけでも、毎年130億米ドルに上ると推定されています。しかし、有り難
いことに、世界中のダイバーたちが行動に立ち上がっています。
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海洋ゴミに対する行動 
　Project AWARE のフラッグシップたる市民科学プログラム、Dive Against Debris によって、 
スクーバ・ダイバーは、水面下から海洋ゴミを回収し、集めたゴミの種類や量、場所につい
てのデータを報告することができるようになりました。2011年にプログラムが開始されてか
ら、25,000人以上のダイバーが世界の60カ国以上からDive Against Debris に参加し、500,000
個以上のゴミについて報告しています。Dive Against Debrisは、数ある中で唯一の水中ゴミの
データ集積です。これは、海洋生態系の健全さを改善するのを助け、地域のコミュニティを解
決に係わらせるものであると同時に、何よりもまず海洋にゴミが流れ込まないようにするのに
必要な解決策を考える上で価値ある情報を提供してくれるものです。
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2016年にDIVE AGAINST DEBRISに報告された品目のトップ10

品目 量 報告された品目
のうちの%

釣り糸 34,998 23%

プラスチック片 17,075 11%

釣りの錘、ルアー、釣り針 8,314 5%

プラスチック製の食べ物包装紙 8248 5%

飲料用の缶（アルミ） 7250 5%

飲料用のビン（ガラス） 5448 4%

ガラスおよび陶器片 4816 3%

ビニール袋（食料品/小売り） 4766 3%

プラスチックスプーン、皿、フォーク、ナイフ、
スプーン 3236 2%

2016 DIVE AGAINST DEBRISの成果

イニシアティブで
“選ばれた”ダイブサイト

参加国

報告のあったゴミ品目のうちの
プラスチックの割合

参加者数

ダイブサイトで水中を
調査した時間（週平均16時間）

参加者が多かった国々

回収したゴミの総量：

回収したゴミ品目の合計数：

Kg ポンド

見つけた
絡まった動物

““ゴミなし調査”DIVE AGAINST DEBRIS 調査

220

63

64%

7,103

804

41,785

154,788

92,121|

1,624

571,073

調査　
（データの7%）
ノルウェー

調査　
（データの11%）
マレーシア

調査　
（データの17%）
アメリカ合衆国

76122181

DIVE AGAINST DEBRISに報告された奇妙な品目

作動中の
GO PRO

オレンジ色の
交通コーン

プラスチックの
ルーレット
ホイール

豚の貯金箱 アイロン台
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ADOPT A DIVE SITE始まる

　2016年4月22日のアースディに、Project AWAREは海洋ゴミとの闘いをサポー
トする最新のイニシアティブを発表しました： Adopt a Dive Siteです。スクーバ・
ダイビングのコミュニティだけが持つ水中スキルを利用して、Adopt a Dive Site
は、世界中のダイビング・リーダーたち（インストラクターやダイブセンター、ダイ
ブリゾートも含む）が地元で私たちの水中の遊び場を守ることに、進行形で係わ
ることができるようにしてくれます。
　Dive Against Debrisの活動の枠内に置かれたこのAdopt a Dive Siteは、最も
熱心なボランティアに合わせて作られています。参加者は、自分の選んだサイト
で毎月Dive Against Debrisを行なう責任を持ち、併せて、そのダイブセンターと
コミュニティの中で、陸上でゴミを出さないこととゴミの管理を履行することに
責任を持ちます。現在までに220以上のダイブサイトがAdopt a Dive Siteを通じ
て選ばれていて、世界中の50以上の国々で15,500人以上の参加があり、海洋ゴ
ミが65,000個以上回収され、報告されています。このDive Against Debrisへの熱
心な参加が広範囲に広がれば、現地の海洋環境に直接的なプラスのインパクト
を作り出すだけでなく、海洋ゴミ調査で得たデータがさらに蓄積されることで、
地方で問題になる品目を明確にするのに役立ちますし、具体的な場所でのゴミ
の種類と量が一時的に変化することを洞察することにも役に立つでしょう。
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MARINE LITTER ALLIANCES
　海洋ゴミ問題の解決は、パートナーシップ（大きいものと小さいも
の）がなければ考えられませんし、変化を求める盛り上がりが不可欠で
す。Project AWAREは一体何を問題にしているのでしょうか。それは、海
洋ゴミ問題についての私たちのユニークな水中の見方で、ダイバーた
ちが自分で報告するDive Against Debrisを通して形をなしてきた考え
方です。プラスの変化を与えるために、Project AWAREは以下のイニシ
アティブとのアライアンスを通して、ゴミに対するパートナーシップを組
んでいます：
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Global Partnership for Marine Litter
　2012年6月にRio+20で開始されたGlobal 
Partnership for Marine Litter：GPMLは、海洋
ゴミを削減することで人間の健康と世界的な
環境を守ることを願い、求めています。Project 
AWAREは、政府や大学、公的・私的部門と一緒
に活動して、ダイバーをゴミの解決に加わらせ、
また、Project AWAREのDive Against Debrisプ
ログラムで報告された情報を共有し、世界的に
海洋ゴミを減らすことを通じて、このアライアン
スのゴールに貢献します。

Trash Free Seas Alliance
　Ocean Conservancy が先頭に立っている
Trash Free Seas Alliance®は、業界と科学、それ
に自然保護のリーダーたちで、ゴミのない健全
な海洋を共通の目標とする人達をつないでい
ます。このアライアンスの設立メンバーである
Project AWAREは、会社や経済学者、ゴミの専
門家、その他の非政府関連組織と、プラスチック
ゴミを営利で集め、分別し、販売・保存し、それ
が海洋に流れ込まないようにする方法をコミュ
ニティのために見つけようと努力しています。 

Seas at Risk Alliance
　Seas at Risk Allianceはヨーロッパの非政府
組織で、ヨーロッパの海と北東大西洋の健全さ
を守り、立て直そうとしている協会です。メンバ
ーの一員として、Project AWAREは他のアライ
アンスのメンバーと一緒に、EU政府が確実に
海洋ゴミを真剣に取り上げ、この問題に取り組
む最も効果的な方法とるように働きかけていま
す。こうしたものの中には、EU諸国すべてに積
極的な海洋ゴミ低減目標を設定することも含ま
れています。

Marine Litter Action Network
　Marine Litter Action Network：MLANは、UK
（イギリス）のイニシアティブで、すべての分野
の人 と々組織が一緒になって、海洋ゴミの問題の
解決策を策定しようというものです。2014年に開
始されてから、MLANは毎年代表者たちが集まっ
て、大規模な財政的刺激と行動変容から地方の
ゴミ管理、モニタリングとデータ報告までのさま
ざまな話題を話し合うフォーラムを開催してきま
した。MLANの参加者として、Project AWARE
は、海洋ゴミに関するユニークな考え方を提供
し、波の下に横たわるものに光を当て、ダイビン
グ・コミュニティの貢献を強調しています。

Global Ghost Gear Initiative
　Global Ghost Gear Initiative：GGGIは、部
門横断型のアライアンスで、世界の失した・放
棄された漁具の問題に動的な解決をすること
に熱心に取り組んでいる組織です。このアライ
アンスの一部として、Project AWAREはDive 
Against Debrisのボランティアによって報告さ
れたデータを提供し、最善の実践を見つけて、
政策の変更を教えるためにこの問題の証拠を
築き上げる手助けをしています。同時に、アラ
イアンスのメンバーは、海洋生態系の健全さを
改善し、海洋動物に危害を与えないようにし、
人間の健康を保護することを目的にしています
が、そのために、世界的にも地域的にも行動し
て、証拠を積み上げ、最善の実践を明確にし、政
策を教え、解決を促進し、かつ、繰り返すように
しています。
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サメとエイを保護する
　私たちは、海洋からサメとエイを消滅させています。世界的に知られ
ている1,000を超えるサメとエイの種のうちのほぼ4分の1が絶滅の危機
にあります。これは主に乱獲のためです。それでも、漁業は世界のほと
んどの海洋で規制されずに続けられています。サメとエイの未来（そし
て私たちの海の惑星の健全さも）は漁業と貿易を持続可能なレベルに保
つことにかかっています。
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CITES COP17での成功

　2016年9月に、150カ国以上の国々が、絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引
に関する法律の第17回締約国会議（CITES CoP17）に集まりました。議題の上位にはイトマ
キエイ、クロトガリザメ（シルキーシャーク）、オナガザメ、の国際取引の規制がありました。
これは、上位のダイビングの目的地（フィジー、スリランカ、モルディブ）が提出した提案に
基づくものでした。Project AWAREは、サメとエイの保護のパートナーと一緒に、CITESの下
での国際取引のコントロールが無事に採択されるよう主張しました。イトマキエイの9つ
の種すべて、オナガザメの3つの種とクロトガリザメが「付録II」に入りました。商業的な取
引は厳格に規制され、野生種が長期に渡って生存するための持続可能性と法的義務、追跡
可能性を守ることが保証されました。
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　CITES署名国は、この提案が公式に採択された2016年10月から、イトマキエイの国際取
引義務を履行するのに6ヶ月、クロトガリザメとオナガザメに対しては1年の猶予がありま
す。

　サメの乱獲を終わらせようという私たちの努力において、Project AWAREは、科学と予防
的アプローチに基づいて捕獲を制限し、海でのシャークフィニング（ヒレの切り取り）を終わ
らせ、IUCNが絶滅危惧種あるいは近絶滅種に指定している種を完全に保護する国内的お
よび地域的、世界的保護活動を唱道しています。Project AWAREがイトマキエイやクロト
ガリザメ、オナガザメといった害を受けやすく、商業的価値の高いサメとエイの側に立って
意志決定者に強力で科学に基づいた論議を提供する手助けをするのに、ダイビング・コミ
ュニティからのサポートと関与は絶対に欠かせません。
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　Project AWARE は Regional Fisheries Manage-

ment Organizations：RFMOsと関わりを持ち、他の

自然保護パートナーと協力して、健全で実行可能な

サメの保護方法を採用するように唱道しています。

　2016年に、Project AWAREは、Shark Advocates 

International、Shark Trust、Ecology Action Center、

その他と擁護活動で協力することになりました。嬉

しいことです。そこで私たちは以下のことを行ないま

した。

• Indian Ocean Tuna Commission：IOTCにサメのヒ

レを船上で取ること、また、保存すること、船を移し

替えること、それに、生肉に本来あるべき形でついて

いないサメヒレの陸揚げを、例外なく、禁止するよう

働きかけました。

• North Atlantic Fisheries Organization：NAFOによ

り強力なヒレ禁止法を働きかけました。そして、それ

に応じてもらうことができ、非常に稀なケースです

が、投票で参加国が例外なく海上でヒレを切り取る

ことの禁止令が採択されました。

• ヨシキリザメの捕獲制限を科学的基礎に基づき働き

かけ、 Inter-American Tropical Tuna Commission：

  IATTCの会議で強力なヒレ禁止令の制定を働きかけ

ました。

　RFMOsは、国際的な規制団体で、特定のエリアに

漁業の利害を持つ国々によって組織されたもので

す。この組織には、漁獲制限とその他の義務を課す力

があります。サメとエイに関して、種にかかわらない

非対象魚の漁獲や乱獲といった、もしかすると連鎖

的利益を伴う行為を防止するのに、この組織は最も

直接的な解決策を提案します。現在は、これまで以上

にサメに対する一般の人たちの興味とサポートがあ

るとはいえ、その最大の脅威である漁業に限度を設

けるプロセスは、業界の利害と高価値の種に対する

関心が優先されている状態のままです。地域および

国内、世界的レベルでの一貫したサメとエイの保護

には、非政府組織（NGO）による、より一層の、持続的

な、調和した関与が不可欠です。

　本年、非政府組織（NGO）のパートナーと協力する

チャンスが得られたのと同時に、被害を受けやすい

板鰓類（ばんさいるい－サメ類とエイ類からなる軟骨

魚類）を保護する政策のオプションに関して私たちの

見解を表明するチャンスを与えられたことに感謝いた

します。インド洋でのより強力なサメヒレ禁止令を求

める私たちのアピールがIOTCに聞き入れてもらえな

かったことは残念に思います。NAFOは、絶滅のおそ

れのあるガンギエイの現行の漁獲割り当てを減らす

という科学的助言を無視し、また、IATTCの諸メンバ

ーは南大西洋のヨシキリザメに対する科学的助言に

基づいて行動できませんでした。しかし、大西洋ヨシ

キリザメという、世界で最も多く漁獲されている種の

サメに関する漁獲制限を打ち立てる方向へ小さいけ

れど前例のない一歩を踏み出せたことには勇気づけ

られました。また、NAFOが自らの科学審議会にグリー

ンランドシャークに関する管理の助言を求めたこと、

さらに、最終的にはうまくいかなかったとはいえ、

IATTC諸国が国際的なサメヒレ禁止令を強化しようと

並々ならぬ努力をしたことにも勇気づけられました。

地域の漁業管理組織と係わる
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　ヨーロッパ連合加盟国は、2012年のEUヒレ禁止

令の履行に関する報告をするように求められてい

ます。また、EU委員会は、こうした提出物を分析す

る予定でしたし、2016年1月に報告を返す予定でし

た。私たちのパートナーであるSharkAdvocates In-

ternational および Shark Trust－と一緒に、Project 

AWAREは、EUヒレ禁止令履行のモニタリングに関

与していて、委員会と接触を保ち、適切な履行とEU

とそれを越えてのサメの保護に関する報告が重要

であることを強調してきました。

　4月半ばに、委員会から、報告が採択された旨の

通知が私たちにありました。この報告から、委員会

がEUに対する強力なヒレ禁止令を維持する意向を

強めること、それに、世界的規模で‘ヒレが自然につ

いている’最善の実践方法を引き続き促進すること

ヨーロッパ連合のヒレ禁止令に関する履行報告を歓迎します

がわかりました。嬉しかったのは、保護組織と懸念

する一般メンバーの声による強制的なルールへの

支持が、この禁止令を弱めようという業界の努力に

反撃できたことですが、残念なことに、フランスや

ポルトガルといったEUでも上位のサメ漁獲諸国の

いくつかでは、サメの陸揚げや検査、違反などの基

本的ルールについて報告できていませんでした。こ

の報告はまた、追加のサメ保護、特に漁獲量が非

常に多いヨシキリザメとアオザメの漁獲制限が早

急に必要なことを強調しています。これは、Project 

AWAREの、地域漁業管理団体と一緒になった保護

活動の中心にある目標です。
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　2016年に、Project  AWAREは、国際自然保護連合（IUC

N）の世界自然保護会議で1,300を越える政府および非政

府（NGO）のメンバー組織に加わり、10日間にわたる討論

と審議を行ない、世界の最も困難な自然保護の課題のい

くつかを検討しました。この会議は発展して世界で最も民

主的な自然保護の回を重ねるイベントになり、私たちの時

代の最も緊急の問題について、その強力なメンバーシップ

の専門的意見と影響を広めてくれるものです。

　100を越える決議と勧告が考慮され、重要な決定がな

されました。その中には、象牙の国内マーケットの閉鎖、

公海の保護の緊急性、原生林の保護の必要性、生物多様

性オフセットに関する公式のIUCN政策も入ります。私た

ちの主張（サメとエイの保護と海洋ゴミ）に最も近い最も

緊急に行動が必要ないくつかの中で特に、IUCNメンバー

は、次のことを求めました：

• クロトガリザメ、オナガザメ、イトマキエイのよりよい保護

と管理を国際貿易コントロールと漁業管理方法を通して

行なうこと。

• 廃棄物を出さないことと管理に焦点を合わせて、海洋ゴ

ミに取り組むための地域的な方法。

• エコツーリズムの基準の改善。これには科学的な基礎の

あるガイドラインの開発も含まれます。

• 効果的な海洋の生物多様性保護のための海洋保護区域

の範囲を増やすこと。これには最終的に完全に持続可

能な海洋（少なくとも30%のそこから取り出す活動がな

いところ）を作り出すことを目的とする新しいターゲット

とレベルも含まれます。

　2016年の世界自然保護会議で、次の4年間の世界的保

護の議題を設定することに参加し、かつ、貢献できたこ

とを誇りに思います。

海洋をICUN世界自然保護会議の中心に置く
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　移動性野生動物種の保全に関する条約（CMS）は、国

際連合環境プログラムの下で締結された国家間の条約で

す。12カ国のメンバーを擁する、CMSは絶滅危惧の移動性

動物種の地域的・世界的保全に、合意形成と履行、およ

び行動計画を通して取り組んでいます。2010年に、CMS

のサメ保全に関する理解のメモ（CMS Sharks MoU）が、

移動性のサメの種の保全に対する最初の世界的な文書

になり、最初に7種が国際的な貿易コントロールを受ける

ことになりました。

　2016年に、CMS MoU 加盟国は、満場一致でMoUの範

囲に22種のサメとエイを加えることに同意し、また、MoU

の目的を達成するための協力パートナーとして遇する6つ

の新しい保護グループの申請を承諾することになりまし

た。このグループにはProject AWAREも入っています。

現在、合計29種がCMSで保護されています。この中に

は、メジロザメ、ネズミザメ類、ツノザメ類、ウバザメ、アオ

ザメ2種、オナガザメ3種全部、シュモクザメの2種、ジン

ベイザメ、イトマキエイ9種全部、マンタ2種、ノコギリエ

イ5種全部、それにクロトガリザメが含まれます。Project 

AWAREは、私たちのパートナーである Shark Advocates 

International および Shark Trust と一緒に CMS に加わ

り、サメの生息数と漁業をよりよい理解を促進し、科学に

基づいた漁獲制限を設け、ヒレを取らないようにし、危機

的状態にあるサメの生息地を保護し、国際漁業団体と野

生生物団体を通じてサメの保護に向けて協力することが

できることを光栄に思っています。

移動性のサメとエイを保護する
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運動を成長させる
　海洋保護は、大きいものでも小さいものでも、私たちの行動すべてに
かかっています。現在、これまで以上に、世界中のProject AWAREダイ
バーは海洋環境を保護する行動に立ち上がっています。
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　海洋ゴミを報告することから傷つきやすい海洋の種を守

ることまで、あらゆるところにいるスクーバ・ダイバーは力を

結び合わせています。綺麗で健康な、豊饒な海の惑星を目

指して、私たちが努力することを保証してくれます。 Project 

AWAREの海洋保護という仕事は、私たちのスクーバ活動

の草の根コミュニティの驚くべき努力がなければ不可能だ

ったでしょう。これこそが、2016年に私たちがウェブサイト、 

projectaware.orgをデザインし直し、ダイバー、海洋レクリ

エーション愛好家、海洋活動家の驚くべき草の根ネットワー

クを中心に置くようにした理由です。

• My Oceanオンラインコミュニティによって、スクーバ・ダイ

バーと世界中のプロフェッショナルたちは海洋ゴミデータ

を送り、お互いに連絡し合い、地元の保護運動についての

話題を共有することができるようになりました。

• ダイビング・インストラクターとボランティアが Dive Against 

Debris 調査を通じて海洋ゴミを回収して報告することや、 

Finathon を通じて海洋保護のための資金調達活動をする

役に立つ便利なツールと情報源になります。

• PADIスペシャルティ・コース用の教材が無料でダウンロード

できます。スペシャルティには、Dive Against Debrisディス

ティンクティブ・スペシャルティ、AWAREサメの保護ディス

ティンクティブ・スペシャルティなどがあります。

　改善され、行動優先のナビがあり、それに、最新の見栄え

と感覚を持つ、新しいデザインの Project AWARE ウェブサ

イトは、私たちのサポーターが自然保護への意見を述べ、

イメージを共有し、環境を守る運動に参加できるようにな

っています。よりよい海の惑星を目指して行動しようとする

人なら誰でも、 Project AWAREの世界的なダイバーやダイ

ビング・ショップ、海洋活動家のネットワークと連絡すること

ができますし、まったく新しいレベルの変化を求める地元

の自然保護運動を行なうこともできます。新しいウェブサイ

ト、 projectaware.org をチェックして、私たちの海の惑星を

守るダイバーの世界的運動に参加してください。

新しいウェブサイトで世界のダイバーを結ぶ
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2016年のウェブ閲覧者

“NEWS FLASH” E-ニュースレター購読者

FACEBOOK
facebook.com/
Project AWARE財団
215,000 フォロワー

TWITTER
@projectaware
34,000 フォロワー

P r o j e c t  A W A R E の フ ォ ロ ー

INSTAGRAM
@projectaware
59,000 フォロワー

オンライン寄付額（USドル）

MY OCEANに記録された保護活動

329,420

621,000 $88,000

68,545

.ORG
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　ここは私たちの世界、私たちの海洋です。これは私たちのダイビング・サイトであり、守らなけれ
ばなりません。

　Adopt a Dive SiteTMの発表と同時に、2016年の#MyDive Site写真コンテストとソーシャル
メディアキャンペーンによって、私たちの海洋環境、ハウスリーフ、湖沼と河川をケアしている海
洋活動家とDive Against Debrisのリーダーたちが祝福されました。670人以上のサポーターが
Facebookや Twitter、Instagramで自分の愛する水中の遊び場の写真をシェアし、自分たちが
行なった海洋保護活動の話をシェアしました。

デジタルでの関りで刺激する
#MYDIVESITEの写真コンテストによって私たちの水中の遊び場
を守る必要を強調する
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　マリンツーリズムとサメとエイの保護戦略が互いに補い合うものだという認識が各国の政府
でも高まってきているので、ダイバーの声は、こうした価値ある種を保護する上で重要で影響力の
あるものとなっています。世界最大の野生生物会議（CITES CoP17（17ページ参照））準備段階で、 
Project AWAREは、ダイバーたちを世界的なソーシャルメディアラリーに参加してもらいました：

　#Divers 4 Sharks NRaysです。私たちの#Divers 4 Sharks NRaysデジタルキャンペーンは、
CITESの加盟諸国に、9種のイトマキエイ、3種のオナガザメ、それにクロトガリザメに関する
CITESの「付録II」の採択を確実にするため “賛成投票”するよう強く促しました。600以上の投稿
があり、#Divers 4 SharksNRaysは国際的なダイビング・コミュニティからの並ぶことなきレベル
の関与とサポートを得ることができました。

自然保護キャンペーン
#DIVERS4SHARKSNRAYSは価値ある種を守るため
に結集します。
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私たちのサポーターたち
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2016年に FINATHON で寄付調達活動をした人たち
　海洋保護は、大きいものも小さいものも含めて私たちの行動すべてにかかってい
ます。今や、ひとりひとりが自分の地元での行動が私たちの惑星にプラスの影響を与
えることをこれまで以上に理解しています。一緒に保護活動に参加すれば、大きな変
化が可能です。

　2016年に、ダイバーやビーチが好きな人たち、海洋レクリエーション愛好家、海洋
活動家が地元のコミュニティと一緒になって、Finathon寄付調達活動を行ない、貴重
な基金を調達し、私たちの海と野生生物の危機に対する認識を高めました。学校のバ
ザーから砂の城コンテスト、山のトレッキングからマラソンまで、Finathonのイベント
は私たちの多様なサポーターネットワークのスキルと興味を包み込み、あらゆる立場
の人たちが私たちの海のための行動を起こすエネルギーを与えてくれます。2016年
のFinathonの寄付調達活動をしてくれた方々の、創造力と海洋を守るためのご尽力
に感謝いたします。

Rachel Watts   |   マラソン

Stephanie Wooley  |   キリマンジャロ登頂

Tim Riley  |   スペイン横断500マイル
ハイキング

Jo Roberts   |   砂の
城競技会

Tori Daenen  |  “海の下”誕生パーティ
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Paul Tanner   |    タフ・マダー

　サメとエイの保護をするのに、いったいどこまでやるのでしょ
うか。Paul  Tannerは、誰もが、この惑星で最も困難で刺激的な
イベントだというタフ・マダーに参加しました。英国特殊部隊が指
定している、タフ・マダーはチーム主体の16～20キロの障害物レ
ースで、肉体的強靭さと精神的根性をテストするものです。ポール
は長距離ランニング、岩の壁や電気フェンス、ロープスウィング、そ
れにもちろん、大量の泥濘（ぬかるみ）に挑戦しました。Finathon
の基金調達において、ポールの数か月にわたるトレーニングとイ
ベントへの参加で認知度が完璧に高まり、私たちの海への基金
を生み出す絶好の機会になりました。

Sabrina Marell   |   バット・ミツバ

　伝統的なパーティと贈り物の代わりに、12歳のSabrina Marelli
は、水泳コンテストと彼女のバット・ミツバ（ユダヤ教の12、13
歳の少女の成人式）のお祝いを計画し、友人や家族にProject 
AWAREのサメとエイの保護および海洋ゴミプログラムをサポ
ートする寄付をするように頼みました。友人と家族の素晴らしい
サポートのおかげで、海洋保護に$934を調達しました。サブリナ
は、次のことを共有しています。すなわち、“海洋の保護は重要で
す。なぜなら、海洋のすべての動物は生きているからです。みん
な、私たちと同様に素敵な生活をするだけの価値があります。海
洋とすべての生物、その中の食物連鎖は、私たちを地球上で養っ
てくれています。それがなかったら、私たちはここに存在していな
いでしょう”ということです。

Liz Parkinson  |   マラソン

世界中からのランナーが、毎年シカゴマラソンに参加して海
洋保護のサポートに一緒に加わっています。今年は、Finathon基
金調達のリズ・パーキンソン（Liz Parkinson）（バハマをベースに
するダイビング・プロフェッショナル）とアリア・フォートガング
（合衆国のフロリダをベースとするダイビング・プロフェッショナル）
は、26.2マイル（42.195キロ）の厳しいチャレンジでチームメイト
を優雅にリードしただけでなく、その公園からの寄付調達の目標
を鼓吹して､ Project AWAREに$9,000以上の貢献をしてくれ、
私たちの海洋ゴミとサメ保護の仕事のサポートをしてくれました。
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$10,000+ USD

Nicholas Sagar
Project AWARE TCS New York City Marathon Team

$5,000-9,999 USD

Project AWARE Bank of America Chicago Marathon Team

$1,000-4,999 USD

Aria Cross
Caroline Sandstedt, Quo Vadis Beach Resort Inc.
Catherine Gonzalez-Maddux
Disneyland® Half Marathon Team
Ecodive Sweden
FKCC Scuba Club
James Pochurek
Jason Ng
Kevin Taylor
Kristofor Lofgren
Lauren Wiskerson
Lisa Surnow
Liz Parkinson
Nemes Diving & Water Sports Academy
Orca Diving Ustica for Shark Protection Worldwide
Pez Maya
Stuart Cove
Tim Riley
Tosh Tanner

2016年 FINATHON寄付を集めてくれた人たち

$500-999 USD

Alexander Kohls
Bubble and Dive
Bubbles Dive Centre
Didier Duprat
Frankie Lim and the UDive Team
Jo Roberts
Comedy for a Cause
Performance Diver NZ
Prodiving Roma
Renee Street and the 7Seas Dive Gili
Sabrina Marelli
Samuel Richardson
Victoria Daenen

$250-499 USD

Anton Wetzel
Area Marina D’Italia/Orca Diving Ustica
Bristol Grammar School
Caetani Howard Charitable Trust
Christine Ball
Emily Hall
Friends for Sharks
Hazel Hill
Nuotiamo per Gli Squali
Paul Daver
Project AWARE Cake Sale
Rick Jackson
Shark Art
Shellie Hernandez
Stephanie Woolley
Wai Hong Cheng
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$1-249 USD

Alyssa Scannevin
Alyssa Ward
Andrea Barcellona
Aquamarine Diving Bali
Ashlynn Reynolds
Caitlin and Darrell Bird
Chan Wing Lun
Chris Hulett
Chris Olson
Chuan Chen
Claudia Vitturi
Connor Hagan
Cristina Cerina
Curtiss Carter
Daphne Ettouati
Dawn Ross
Denia Amodio
Dive Trip Against Debris, Rio de Janeiro
Diveworld
Domino Albert
Ecodive Bali
Esther de Kruijf
Francesco Corica
Gina Shean
Gina Watts
Grill’d, Local Matters
Helena Tellier
Holly Shillings
Ian Wilson
IOW Divers
Jacopo Marsano
Jong Yup Yoon

Kealy Mclain
Kenneth Meers
Krista Simcik
Kristen Favorito
Lahaina Divers
Lana Sielski
Lindsey Darter
Lucio Bellomo
Luiz Nascimento
Mackenzie Briton-Moore
Made Suwena
Margariet Schuur
Marion Camusard
Martin Slisans
Nicolo Poli
Oceans Diving Center
Orsi Fulop
Paulo Vilarinho
Rachel Watts
Rene Huerlimann
Rick Miramontez
Shana Kent
Siodin Kho
Stephanie Haden
Tammy Daniels
Tony Bebb
Wing Lun Chan
Wren Archer
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Academy of Scuba, オーストラリア
Acqua Life Dive Center, スペイン
Action SCUBA, カナダ
Christopher Adams, USA
Adrian ‘Bev’ Bebbington, オーストラリア
Aegean Seals Diving Center, ギリシャ
Aiguablava Dive Center, スペイン
Fouad Al Hakami, サウディアラビア
Ehab Al Jawi, サウディアラビア
Alaa Saeed Al Masri, サウディアラビア
Hussain Ahmed Al-Abbas, サウディアラビア
Bernd Albert, ドイツ
Alberta Adventure Divers, カナダ
Ali Aldarbi, サウディアラビア
All4Diving Indonesia, インドネシア
Alpha Divers Kuwait, クウェート
Amarilla Divers, カナリア諸島
Ryan Anderson, USA
Mahdi Andijani, サウディアラビア
Andy Stewart, ニュージーランド
Fabrizio Angeloro, コロンビア
Anthias, スペイン
Anthony Morton, オーストラリア
Aqua Hands, USA
Aqua Plein Air Inc., カナダ
Aqua Safaris Scuba Center, USA
AquaMarine Diving-Bali, インドネシア
Aquarius Diving Club, コロンビア
Aquatic Center of Rochester, USA
Archipel Diving Centre, トルコ
Rafael Arocha Garcìa, スペイン
Asia Dive Academy, シンガポール
Pablo Aso Martin De Vidales, スペイン
Ozan Atabilen, トルコ
Aviva Dive & Travel, USA
Azalea Cruises, モルディブ
B&J Diving Centre, マレーシア
Claudio Baccinelli, イタリア
Jose David “Balky” Balcazar Melgar, スペイン
Bali Breizh Divers, インドネシア
Bali Hai Diving Adventure, インドネシア
Ban’s Diving Resort, タイ
Barbados Blue Water Sports, バルバドス
Barefoot Divers, USA
Barefoot Scuba, インド
Charlene Bartlett, 西インド諸島
Bayplay Adventure Tours, オーストラリア
Beijing Go Young United Diving Resort, 中国
Danilo Bellese, イタリア
Constantin “Costa” Benedic, ルーマニア
Beqa Adventure Divers Ltd, フィジー
Best Spot Azores Dive Center, ポルトガル
Big Blue Vanuatu, バヌアツ
Wilfred Bindervoet, オランダ
Black Beard Sports, USA
Blue Angel Dive Shop, メキシコ
Blue Corner Dive, インドネシア
Blue Marlin Komodo, インドネシア
Blue Ocean Wassersport, ドイツ
Blue Planet, USA
Blue Submarine, イタリア

Blue Water Divers, タークス＆カイコス諸島
Ronald Boice, USA
Saralyn Borg, USA
Trevor Bowden, モルディブ
Andre Brasseler, ドイツ
John Brett, USA
Brisbane Dive Academy, オーストラリア
BUBBLES Dive Centre, マルタ
Buddies Dive Cove, マルタ
Mohamad H Buhamadi, クウェート
Antonino ‘Nino’ Calamia, イタリア
Captain Cook Cruises Fiji, フィジー
Paolo Cardani, イタリア
Josep Lluis Casals Massuet, スペイン
Centro Buceo Pedreña, スペイン
Edward Chan, カナダ
Daniel Chan, UK
James Chandler, USA
Liang Chen, メキシコ
First Buddy Tablas, フィリピン
Christopher Southall, 中国
Christopher Cirillo, USA
Club Subaquatique de Vernier, スイス
Josh Cohen, USA
Coral Grand Divers, タイ
Geoffrey Creighton, UK
Crystal Dive Resort, タイ
Crystal Divers, インドネシア
Crystal River Watersports, USA
Jennifer Cumming, カナダ
Cyprus Underwater Explorers Ltd, キプロス
Dal Woo, 韓国
Kelvin Dale, USA
Dalian Diver Training Center, 中国
Damien Flux, オーストラリア
David Du, 中国
Dirk de Does, オランダ
Deep Blue, フィジー
Bart Den Ouden, オランダ
David Denton, USA
Diamond Diving, フランス
Dominic Diodato, USA
Discovery Divers, オランダ
Dive Friends Bonaire, ボネール
Dive Georgia, LLC, USA
Dive Point Red Sea, エジプト
Dive Resort Thalassa, インドネシア
Dive Shack USA, USA
Dive Tropex Tokoriki, フィジー
Dive Wananavu, フィジー諸島
Dive! Tutukaka, ニュージーランド
Divecenter Scubido, オランダ
DivePlace, オランダ
Diver City Scuba Inc., カナダ
Divers Down, UAE
Divevolution, ベルギー
DiveZone, インドネシア
Diving Academy by Scubacqua, イタリア
Diving Puglia, イタリア
Dolphin Bay Divers Retreat, フィジー

100% AWAREパートナー
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Donald Day, 香港
Down Under Dive Shop, USA
Didier Duprat, カナダ
Dykcentrum Gullmarsfjorden, スウェーデン
Eaglehawk Dive Centre, オーストラリア
Eat, Sleep & Dive by Gabriela Walser, スイス
Ecodive, グレナダ
Ian Edge, UK
Jay Elson, USA
Sascha Engeler, スイス
Art Fallon, USA
Flip Flop Divers, タイ
Florida Seabase, USA
Florida Underwater Sports, USA
Sean Flynn, キプロス
Four Seasons Kuda Huraa, モルディブ
Four Seasons Landaa Giraavaru, モルディブ
Derek Freres, USA
Froggy Diver Co. Ltd., 香港
Fu Chun, インドネシア
Fun Dive Club, 台湾
Massimiliano Gallino, イタリア
Gangga Divers Bali, インドネシア
Marco Giovannini, イタリア
Go Pro Dive, 韓国
Great Adventures Bonaire, ボネール
David Groth, USA
Haejeo 2Manli, 韓国
Bruce Hall, USA
Cynthia Hall, USA
Tyler Hammel, USA
Hans-Joachim Meyer, シンガポール
Caleb Hayes, エクアドル
Chris Heaton, マルタ
Jill Heinerth, USA
Helena Scuba, USA
Shellie Hernandez, USA
Douglas Honório, ブラジル
Huang Hsun-Wei, 台湾
Michael Hughes, USA
Ian Riley, オーストラリア
IK Diving, オランダ
David Imschweiler, USA
Iron Sub, イタリア
Jack Power, オーストラリア
Jack’s Diving Locker, USA
Barrett Jackson, USA
Jacob, オーストラリア
Monther Jamal, クウェート
Vivien Siaw Lee Jing, モルディブ
John G. Gransbury, オーストラリア
Jon Doughty, オーストラリア
Kadena Marina Scuba & Sea, USA
Jason Keefer, USA
David Keene, USA
Shana Kent, USA
Imad Khashfeh, UAE
Hassan Khayal, UAE
Kholousi Khayal, UAE

Kosrae Village, ミクロネシア
Alexey Kozin, ロシア
Lisa Krygsveld, カナダ
Kuwait Diving Team/Science Club, クウェート
Lalati Resort and Spa, フィジー
Lanzarote Non Stop Divers, カナリア諸島
L’Aquila DC By ASD L’Aquila Nuoto, イタリア
Ilaria Laterza, イタリア
Liquid Dive Dumaguete, フィリピン
Live & Let Dive, タイ
Laura Lomazzi, イタリア
Marco Lusa, イタリア
Mark Mack, USA
Made Suwena, インドネシア
Markus Gstrein, インドネシア
Marlin Divers Pte. Ltd, シンガポール
Martin Green, オーストラリア
Matava - Fiji’s Premier ECO Resort, フィジー
James McKay, USA
Mark McNamara, USA
Mermaid Diving, カナリア諸島
Armando Mesen, コスタリカ
Michael, オーストラリア
Micronesia Divers Association, グアム
Micronesia Eco Divers, ミクロネシア
Dominik Mikolajczyk, ポーランド
Moby Diving, イタリア
Gregory Molendyk, カナダ
Shannon Montalvo, USA
Leobardo Morales Cervantes, メキシコ
Muhamad Bin Abdullah
I-Divers, マレーシア
Mu-Han Chang, 台湾
Namae Scuba Resort, 韓国
Luiz Carlos Nascimento, ブラジル
Nautilus, ベネズエラ
Nautilus Diving Kuwait, クウェート
NB Divers, 韓国
Penny Nelsen, USA
Tim Ness, カナダ
Justin Newton, USA
Nilaveli Diving Centre, スリランカ
OBI BLU, イタリア
Ocean Plus, USA
Ocean Turtle Diving, UK
Oceans Unlimited, コスタリカ
Ocotal Resort, コスタリカ
Tito Oliveras, USA
One Two Dive, カナリア諸島
One & Only Reethi Rah Dive Centre, モルディブ
Orangeshark H2O Diving Centres, マルタ
Nikole Ordway, USA
Gasper Otorepec, クロアチア
Panda Scuba, 韓国
Paradise Divers, メキシコ
Paradise Divers, カナリア諸島
Silvio Parigi, イタリア
Passions of Paradise, オーストラリア
Patriot Scuba, USA
Gwennael Perrin, フランス
Perth Scuba, オーストラリア

ダイビング・インストラクターとダイブセンターは、 Project AWAREの100%AWAREパートナーシップ
プログラムを通じて、海洋保護のサポートに深くかかわっています。認定した一人一人のダイバーに
代わって Project AWARE に寄付をすることで、こうしたパートナーたちの現在進行形の貢献は、

健康で豊かな海洋をサポートする重要な基金になっています。
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Phocea Mexico, メキシコ
Planet Ocean, フランス
Planet Scuba India PVT LTD, インド
Plataran Dive, インドネシア
Ploy Malaiwongs, タイ
Plumeria Diving and Watersports Centre, モルディブ
Po Hsiung Huang, 台湾
Claus Poehler, USA
Donald Pollitt, USA
Poni Divers, ブルネイ
Poni Divers Bali, インドネシア
ppO2 mergulhos, ブラジル
Prodivers Kuredu, モルディブ
Pura Vida Divers, USA
Qi Palawan, フィリピン
Rainbow Divers, ベトナム
Rainbow Reef Dive Center, USA
Red Mangrove Dive Center, ガラパゴス
Reefers & Wreckers, UK
Restuning Sandini, インドネシア
Jose Luis Saenz Reyes, メキシコ
Rich Coast Diving, コスタリカ
Angel Rijos, USA
Timothy Riley, USA
Dave Rintoul, USA
Yvan Rouxel, フランス
Jon Rusho, USA
Charles Russell, USA
Russell Hosp, オーストラリア
Rutgers University Scuba, USA
SA Scuba Shack, USA
Sabine Henkel, シンガポール
Sail Caribbean Divers, バージン諸島
Sairee Cottage Diving, タイ
Leo Saldunbides, ケープ・ベルデ
Samana Diving, ドミニカ共和国
Samui Dive Tribe, タイ
Gary Sanderson, Jr., USA
Scales, インドネシア
Patrick Scott, USA
Scuba 6 Eco Diving, USA
Scuba Center Temecula, USA
Scuba Junkie, マレーシア
Scuba Monkey, キプロス
Scuba Shack Koh Tao, タイ
Scuba Symphony, マレーシア
Scuba Wild, オランダ
Scuba World Sacramento, USA
SCUBAble, 韓国
Scubafish, タイ
Sea Ventures Dive Center, USA
Sea World Dive Center, フィリピン
Kristen Seabury, USA
Seaisee Dive Center, 中国
Sean Calma, フィリピン
Seattle Scuba, USA
Shiu Ming Chan, 香港

SID Edutainment, 韓国
Sierra Madre Divers, フィリピン
Simon S. Lau, 香港
Curtis Snaper, USA
So High Diving Center, 中国
Kristina Soderquist, USA
Robert Soncini, USA
Soul Divers, オランダ
Gregory Sparkman, USA
David Speer, USA
Christian St Pierre, カナダ
Stephen Lyon, クック諸島
Steven Scwankert, 中国
Jan Sturre, オランダ
Sub Aqua Tech, カナダ
Subnauta, ポルトガル
Summer Dive Center, マレーシア
Sunchaser Scuba, British バージン諸島
Sweet Bottom Dive Center, USA
Tairua Dive & Marine, ニュージーランド
Christian Tamayo-Villagran, ドイツ
Scott Taylor, USA
Tech Dive Academy, オーストラリア
The Dive Bus, クラカオ
The Dive Spot, Inc, USA
The Green Shark, カナリア諸島
The Maryland Scuba Center, USA
The Reef Marina, メキシコ
The Ski & Scuba Connection, USA
Two Fish Diving, インドネシア
Three Diving Club, 中国
Scott Tilley, USA
Timothy Ramseyer, オーストラリア
Turismo Curu, コスタリカ
Universidad Anahuac, メキシコ
University of Malta Diving Resource Centre, マルタ
Utila Dive Center, ホンジュラス
Utila Lodge-Bay Island College of Diving, ホンジュラス
UTW Palladium Kantenah, メキシコ
Pascal Van der Lei, オランダ
Frank van Klaveren, オランダ
Viewpoint North Diving, UK
Villa College Maldives, モルディブ
Viti Water Sports, フィジー
Stephen Watkinson, マルタ
Rachel Watts, マルタ
Eric Webster, USA
West Side Scuba Centre, バルバドス
Christopher Willey, カナダ
William Stevenson, オーストラリア
Curtis Wilson, USA
Mark Wolff, USA
Adam Wucherpfenning, USA
XTC Dive Center, メキシコ
Shan-Chen Yu, モルディブ
Amr Zakaria Ali, エジプト

100% AWAREパートナー（続き）
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団体パートナー
　世界最大のダイバー教育機関であるProfessional Association of Diving Instructors
(PADI®)は、1989年に、ダイバー教育を通して環境にもっと目を向けるためのイニシ
アティブとしてProject AWAREを設立しました。今日、Project AWAREは別の非営利組
織であり、世界規模の運動になっていて、その独自の任務と目標を追求するために基
金を集めています。PADIは、Project AWAREを金銭以外の諸サービスでサポートし、
私たちと世界中のダイバーおよびプロフェッショナルとを結びつけ、また、そのさまざ
まなプロセスを通して寄付を集めて助けてくれています。
　世界中のPADIプロフェッショナル・メンバーとの私たちとのパートナーシップは世
界的な保護活動とプログラムに力を与えるのに欠かせません。PADIのプロたちは、地
元の自然保護を教え、リードし、深く関わっています。

2016年サイレントオークション
　世界ツーリズムデーの9月27日に行なわれた、 2016年のProject AWAREサイレン
トオークションは、ダイブツーリストたちが環境に配慮し海洋とも深く関わってい
て、保護活動を勇気づけ、現地のコミュニティをサポートするパワーを持っていること
を、ダイビング・コミュニティに思い起こさせてくれました。海洋保護をサポートする賞
やチャンスがさらに多くなって、オークションの競り手たちは楽しく参加することになり
ました。多くのスポンサーが参加してくれて、驚くほど多くのものが、10月22日にこのオ
ークションが終わるまで追加されたからです。このオークションでは、$10,000以上の資
金が集まりました。サイレントオークションのスポンサー全員に心から感謝いたします！

Al Hornsby
Anchor Dive Lights
Apeks
AquaMarine Diving - Bali
Aquamarine Jewellery
Backscatter
Beaver Sports
blue o two
Camel Dive Club & Hotel
Devocean Devoted to the Ocean
Dive Worldwide
Dive! Tutukaka & Perfect Day Ocean Cruise
Divesangha
Elite Diving

EVE Diving
Fourth Element
Ikelite & Cameras Underwater
Jen Richards, wildlife artist
Light & Motion
London School of Diving
Mark Caney
Martin Edge
Midlands Diving Chamber
Nautilus Liveaboards
Nick Oneill Art
“Oh, Dakuwaqa!” by Anju Sabu 
PADI
Pascal Lecocq, The Painter of Blue

Prodivers Maldives
Regaldive
Relations de voyages
Roatan Divers
Rolex
Scuba Strapp
SCUBAPRO
SEIKO 
Sport Diver
TUSA
Ultimate Diving
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$50,000+ USD

Global Partnership for Sharks and Rays
PADI
SEIKO
The McBeth Foundation

$10,000-49,999 USD

Deepblu
Bonnier
K2 Wind Foundation
L & H Kong
Paul G. Allen Foundation
PADI Asia Pacific

$5,000-9,999 USD

Adventure Reels, Ocean Film Festival, Austra-
lia
Chevron

$1,000-4,999 USD

Air Asia
Antony Zaki
Carol Adderley
Dive! Tutukaka & Perfect Day Ocean Cruise
Dive Worldwide
Douglas Oare
Fourth Element
Francois Sicart
Franklin Philanthropic Foundation
Glenn Wright
Ian Yap
Kimberly Randal
Martin Nash
Megan Denny
Michelle Burnett
Michelle Depew
Norbert Blum
PADI Worldwide
Patrick Kong
Robert Treverton
Sara & Bill Jackson
Steven Breese at Teleflora, Wonderful Giving 
Fund
The Stop & Stor Charitable Fund
Thomas Richardson
Tisa Moore
Trina Mallik
Ultimate Diving
Vanessa Kong Kerzner

$500-999 USD

Al Miller
Albert Vor Keller
Alejandro Quintero
Anthony Ludmilin
Apeks
Blue O Two
Carol Jane Poe
Cinepolis USA
Danice & Shawn Grisham
Danice Grisham
Darren Bechtel
David J Kussman
Diane Farr
Donald Jung
Earl McAloney
EVE Diving
Frank Buechner
Gary Wilstein
Jay Jeffers
Jim Szczurek
Karen Shelton Brown
Keith Tucker
Kelvin Dale
Laura Englebrecht
Laurie Hill
Len and Robyn Wolman
Marc Murphy
Michael Friesen
Miles Aweigh
N. Richard Janis
Nautilus Liveaboards
Nick Oneill Art
Phillipa Hebart
Rebecca Apel
Robert Powley
Robert Rushman
Rothkopf Family Foundation
Scott M Dreslinski
Stuart Cove
Sujay Jaswa
Tony Lee
Waterford Group Charitable
Foundation
William Mellor

2016年寄付者
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Staff

Tiffany Leite, Director, Global Operations
Ania Budziak, Associate Director, Programs
Domino Albert, Communications Manager
Joanne Marston, Campaigns Manager
Michelle Davidov, Manager, Asia Pacific
Alexa Ward, Communications & Community Relations Specialist
Hannah Pragnell-Raasch, Program Specialist
Lauren Wiskerson, Fundraising Specialist
Orsi Fulop, Fundraising & Outreach Specialist
Louise Kraechter, Campaign Coordinator
Erin Kincade, Office Administrator
Stefania Di Dio, Administrative Assistant

Photography Courtesy of:

Brett Lobwein (Front & Back Covers, Pages 17-18)
Greg S. Garrett (Page 20: Mobula Ray, 41-42)
Guy Stevens, Manta Trust (Pages 33-34)
Kyle Lucy (Pages 07-08, 23-24)
Jessica King (Page 20: Fins)
Joi Ito (Page 19: Silky Shark)
Steve Woods (Pages 15-16)
Thresher Shark Foundation (Page 19: Thresher Shark, 22)
Wikimedia Commons (Page 00)
Will Goix (Page 05)

Special thanks to the Project AWARE volunteers who have donated their 
photos, time and hard work in support of ocean protection.

理事会/スタッフ

理事会

アメリカ

Dr. Drew Richardson, 議長
Kristin Valette, 秘書／財務
Jenny Miller Garmendia
Dr. Deborah Brosnan
Jeff Nadler

ヨーロッパ、中東およびアフリカ

Mark Caney, 議長
Suzanne Smith, 秘書/財務
Dr. Drew Richardson
Kristin Valette

アジア・パシフィック

Herik Nimb, 議長
Matthew Hill, 財務
Dr. Drew Richardson
Kristin Valette
Jenny Miller Garmendia
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アメリカ合衆国
30151 Tomas, Suite 200

Rancho Santa Margarita, CA 92688

+1 949-858-7657

イギリス
The Pavilions

Bridgwater Road

Bristol BS13 8AE United Kingdom

+44 117-300-7313

www.projectaware.org

オーストラリア
Unit 3, 4 Skyline Place

Frenchs Forest, Sydney, NSW, 2086 Australia

+ 61 2-9454-2890

日本ボランティアオフィス
+81 3-5721-1731

私たちの海の惑星を守りましょう   – ONE DIVE AT A TIMESM




